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研究テーマ 
DNA 解析によるトビシマカンゾウと鳥海山のニッコウキスゲの遺伝的関

係の解明 

 

関連分野 生物学 

                 ※研究分野（地質学／考古学／教育学等）について記載願います 

対象フィールド 鳥海山・飛島ジオパーク 

                 ※研究対象のジオパーク名（複数の場合は全て）記載願います 

キーワード トビシマカンゾウ、ニッコウキスゲ、DNA解析 

※研究に関するキーワードを 3点程度記載願います 

研究成果概要（A4用紙で 1枚程度） 
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トビシマカンゾウは、鳥海山をはじめとする高山地帯に自生するニッコウキスゲの島嶼型変種

であるとされ、飛島と新潟県佐渡にのみ自生している（高橋 2015）。飛島のトビシマカンゾウ

と地理的に近い鳥海山のニッコウキスゲとの遺伝的関係、あるいは、飛島と佐渡のトビシマカ

ンゾウの遺伝的関係は、野口（1988）による染色体レベルの核型分析がある程度でよくわかっ

ていない。本研究では、DNA 解析により、鳥海山、飛島、佐渡に自生するニッコウキスゲ、

トビシマカンゾウの遺伝的関係と多様性の解明を目指した。2018 年に飛島、佐渡島からトビ

シマカンゾウを、鳥海山からニッコウキスゲを採集し、葉から DNA を抽出し、葉緑体 DNA

の trnS-G、trnF-ndhJ の 2 領域の塩基配列を決定し比較した。使用したサンプルはトビシマ

カンゾウが飛島 6 集団から 15 個体、佐渡島 3 集団から 8 個体、鳥海山 3 集団から 11 個体、

さらにそれらに加え外群として近縁種のヤブカンゾウ 1 個体を用い、計 35 個体で解析を行っ

た。その結果、調べた 2領域約 1,600塩基対中に、計 7カ所の変異が見つかった。これらの変

異に基づき、調べた 35サンプルは、4タイプに分かれた。1つ目のタイプは、ニッコウキスゲ

のうち湯の台口で取られた 4個体で見られたタイプでありニッコウキスゲ・湯の台型と名付け

た。2つ目のタイプは、ニッコウキスゲの大平口で取られた 5個体と吉出山で取られた 2個体

で見られたもので、ニッコウキスゲ・大平口型と名付けた。3つ目はトビシマカンゾウで見ら

れたタイプで、飛島、佐渡島のトビシマカンゾウは、佐渡島の姫崎で採られた 2個体を除き、

全てこのタイプであった。最後の 4つ目が、ヤブカンゾウで見られたタイプで、佐渡島の姫崎 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本様式にて提出の内容は当該年度中に各ジオパークのWebでそのまま公開いたします 

で取られた 2個体もこのタイプであった。佐渡島も含めてトビシマカンゾウが全て同じタイプ

であったことから、トビシマカンゾウと分類されてきた両島のものが、やはり遺伝的に近い同

一の分類群であることが強く示唆された。一方で、鳥海山のニッコウキスゲは山の東西で遺伝

的に分化していることが明らかになった。鳥海山のニッコウキスゲの両タイプの違いは、ニッ

コウキスゲとトビシマカンゾウの違いよりも大きかったことから、両タイプが古い時期に分化

したこと、及び、トビシマカンゾウはニッコウキスゲと遺伝的に大きく異なっているわけでは

なく、ニッコウキスゲの中の 1タイプなのではないかということが示唆された。 
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